
不動産購入取りやめ（２０２６年７月８日産経新聞掲載） 

契約状況で手付金戻ることも 

【質問】 

 家を買おうと思い、良さそうな物件があったので仲介業者に手付金を払ってキープしまし

た。しかし、別に良い物件が見つかったので断りたいと思います。どうすればいいでしょう

か。 

 

【回答】 

キープした物件を断ること自体は可能です。ただし、支払ったお金が戻ってくるか、違約

金などの負担が生じるかは、話がどこまで進んでいるかによって変わります。 

 まず、すでに正式な売買契約を結んでいる場合です。この場合、買主の都合で契約をやめ

るには、原則として、支払った手付金をあきらめる必要があります。いわゆる「手付放棄」

です。 

 さらに、売主が物件の引渡しや登記の準備を具体的に進めるなど、契約の履行に着手して

いる場合には、手付放棄だけでは解除できないことがあります。その場合は、契約書に定め

られた違約金の支払いや、損害賠償責任が問題となる可能性があります。 

 一方で、まだ正式な契約書を交わしておらず、単に購入の申し込みをした段階にとどまっ

ているのであれば、支払ったお金は返してもらえる可能性が高いといえます。ただし、その

お金が「申込金」なのか、それとも契約上の「手付金」なのかは、書類の記載や当時の説明

を確認する必要があります。 

 このように、不動産購入のキャンセルでは「契約書を交わしたか」「支払った手付金の性

質は何か」「相手方がどこまで準備を進めているか」が重要です。 

 迷って連絡を先延ばしにしたり、あいまいな返事を続けたりすると、かえってトラブルが

大きくなるおそれがあります。契約書、申込書、領収証などを確認したうえで、仲介業者を

通じて、できるだけ早く「断る」という意思を伝えましょう。不安がある場合は、早めに弁

護士に相談することをお勧めします。 

（弁護士 森脇大介） 


